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な
ぜ
電
気
機
器
の
故
障
、
そ
し
て

長
時
間
停
電
が
増
え
て
い
る
？

　

新
品
の
液
晶
テ
レ
ビ
が
故
障
し
た
、

同
じ
く
新
品
の
L
E
D
照
明
が
す
ぐ

に
使
え
な
く
な
っ
た
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

用
の
N
A
S
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
が
故

障
し
た
な
ど
、
初
期
不
良
で
は
な
い
か

と
疑
わ
れ
る
よ
う
な
電
子
機
器
の
故
障

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
近
年
の
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
応
用
機
器
の
普
及
、
電
気
自
動

車
の
急
速
充
電
器
の
増
加
、
電
力
系
統

に
お
い
て
は
大
型
ア
ー
ク
炉
、
大
型
整

流
器
な
ど
不
平
衡
負
荷
の
増
加
、
太
陽

光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
連
系
増
加
な
ど
、
電
力
系
統
の
複
雑

化
に
伴
う
電
源
品
質
の
低
下
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
2
0
1
6
年
4
月
よ
り
実

施
さ
れ
る
電
力
自
由
化
の
結
果
、
電
気

料
金
の
価
格
競
争
が
起
こ
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
電
力
イ
ン

フ
ラ
の
劣
化
や
設
備
更
新
の
延
長
な
ど

が
生
じ
、
そ
の
結
果
引
き
起
こ
さ
れ
る

大
規
模
停
電
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
機
器
は
突
然
停
止
す
る

　

電
源
品
質
の
低
下
は
、
受
変
電
設
備

の
障
害
や
電
子
制
御
機
器
の
誤
動
作
な

ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
例
え
ば
、
高

調
波
は
リ
ア
ク
ト
ル
の
焼
損
や
コ
ン
デ

ン
サ
の
損
傷
を
引
き
起
こ
し
、
イ
ン
パ

ル
ス
な
ど
の
ノ
イ
ズ
や
電
圧
低
下
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
た
制
御
シ
ス

テ
ム
を
停
止
さ
せ
る
事
態
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

　

医
療
機
器
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
電
子
部

品
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、静
電
気
ノ

イ
ズ
や
電
源
か
ら
の
パ
ル
ス
ノ
イ
ズ
な

ど
が
混
入
す
る
と
、機
器
が
誤
動
作
を
起

こ
す
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？ 

　

生
じ
た
誤
動
作
が
患
者
様
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
も
の
で
あ
れ

ば
、
医
療
機
器
は
リ
セ
ッ
ト
機
能
に

よ
っ
て
停
止
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
度
な
医
療
機
器
ほ
ど
、
多

く
の
精
密
電
子
部
品
が
使
用
さ
れ
て
お

り
、
停
止
す
る
可
能
性
は
そ
れ
だ
け
高

く
な
る
と
い
え
ま
す
。

　

電
源
品
質
の
低
下
に
よ
っ
て
起
こ
る

電
源
ラ
イ
ン
の
異
常
は
、
電
力
を
供
給

す
る
側
と
電
力
を
使
用
す
る
側
の
ど
ち

ら
に
お
い
て
も
、
共
通
の
大
き
な
問
題

で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
る

医
療
現
場
の
停
電

　

当
社
が
独
自
に
実
施
し
た
「
医
療
機

関
へ
の
電
気
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
（
2
0
1
5
年
10
月
実
施
）」
に
よ

る
と
、
実
に
60
％
の
病
院
か
ら
実
際
に

停
電
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
20
%
は
自
家
発
電
装

置
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
に
行
う
計
画
的

な
法
定
点
検
等
に
よ
る
停
電
で
、
年
に

増
え
続
け
る
停
電
と
電
源
品
質
の
低
下
で

医
療
現
場
で
起
こ
り
得
る
「
も
し
も
」
の
事
態

停電したことがある
60％

停電したことがない
40％

調査の結果不明
49％

天災
16％

事故
10％

工事
5％

（法定点検を含む）
計画停電
20％

質問「診療中に停電を経験したことがありますか？」 停電の原因

停電はごく身近におこる
一般的な現象。
いつ起きてもおかしくない事態に…

電気確保への備えは？

数
回
実
施
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
残
り
の
80
％
は
落
雷
な
ど
、
不
測

の
事
態
に
よ
る
停
電
だ
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
停
電
時
間
は
１
時
間
以
上
３

時
間
未
満
が
50
％
、
3
時
間
以
上
が
約

10
％
で
、
停
電
全
体
か
ら
見
る
と
１
時

間
以
上
の
停
電
が
約
６
割
を
超
え
て
い

る
と
い
う
結
果
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
停
電
か
ら
１

時
間
以
内
に
電
気
が
復
旧
し
た
確
率
は
、

わ
ず
か
25
％
。
こ
の
結
果
か
ら
も
、
一

度
停
電
に
な
る
と
1
時
間
以
上
続
く
可

能
性
が
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
？

　

医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
と
は
、
機
能
的

接
続
ま
た
は
マ
ル
チ
タ
ッ
プ
で
接
続

し
た
医
用
電
気
機
器
を
含
む
、
複
数

の
機
器
の
組
合
せ
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。
そ
の
安
全
要
求
事
項
に
つ
い
て

は
J
I
S 

T 

0
6
0
1
︲
1
︲
1
：

2
0
0
5
（
I
E
C 

6
0
6
0
1
︲

1
︲
1
：
2
0
0
0
）
に
よ
っ
て
、
国

際
的
に
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
定
し
た
電
気
を
常
に
供
給
す
る
、

高
品
質
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
電
源

　

電
気
に
も
空
気
や
水
と
同
じ
く
、
品

質
が
存
在
し
ま
す
。
質
の
悪
い
電
気
を

使
用
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
や
す
く
な
る
た
め
、
医
療
機

関
は
電
気
の
確
保
と
と
も
に
、
良
質
の

電
気
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源

P
E
︲
0
6
0
1
」
は
、
医
療
機
関
の

電
源
確
保
と
質
の
向
上
を
目
的
と
し

て
開
発
し
た
安
定
化
電
源
で
す
。
空

気
清
浄
機
や
浄
水
器
が
、
空
気
や
水

を
き
れ
い
に
す
る
の
と
同
じ
で
、「
医

用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源
P
E
︲

0
6
0
1
」
は
電
気
の
品
質
を
最
大
限

に
高
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
商
用
電
源

（
G
r
i
d
）
か
ら
独
立
し
た
電
源
で

あ
る
た
め
、
電
力
会
社
の
系
統
事
故
に

よ
る
停
電
や
瞬
間
停
電
、
低
電
圧
な
ど

の
系
統
電
源
品
質
、
コ
ピ
ー
や
プ
リ
ン

タ
ー
な
ど
、
他
の
機
器
の
動
作
に
よ
る

電
圧
変
動
や
ノ
イ
ズ
の
影
響
を
受
け
ま

せ
ん
。
万
が
一
、
電
力
会
社
の
電
気
が

途
絶
え
た
場
合
で
も
、「
医
用
電
気
シ

ス
テ
ム
専
用
電
源
P
E
︲
0
6
0
1
」

な
ら
安
定
し
た
電
気
を
医
用
電
気
シ
ス

テ
ム
に
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

100戸以上、 
停電時間1時間以上の 
停電情報（一部抜粋）
※電力会社による停電内容の公表がない地域については、
本ホームページで掲載する停電事項に相違があります。

2015年11月25日
時間：17:26〜18:51（1時間25分）
規模：兵庫県神戸市西区の100戸
原因：調査中

2015年11月23日
時間：19:52〜21:04（1時間12分）
規模：和歌山県橋本市の310戸
原因：調査中

2015年11月21日
時間：13:11〜19:07（5時間56分）
規模：大阪府泉南市および阪南市の260戸
原因：調査中

2015年11月19日
時間：9:29〜10:32（1時間3分）
規模：三重県熊野市および南牟婁郡御浜町

の390戸
原因：樹木・鳥獣接触

2015年11月17日
時間：19:08〜20:58（1時間50分）
規模：滋賀県甲賀市および湖南市の600戸
原因：調査中
時間：20:44〜21:58（1時間14分）
規模：大阪市鶴見区およぼ守口市の270戸
原因：調査中
時間：23:19〜00:45（1時間26分）
規模：京都市伏見区の290戸
原因：調査中

2015年11月16日
時間：4:21〜6:49（2時間28分）
規模：和歌山県海南市の1,150戸
原因：樹木・鳥獣接触

2015年11月14日
時間：1:43〜4:25（2時間42分）
規模：兵庫県南あわじ市の700戸
原因：調査中
時間：3:49〜6:35（2時間46分）
規模：和歌山県新宮市の100戸
原因：調査中
時間：15:28〜18:57（3時間29分）
規模：奈良県吉野郡十津川村の100戸
原因：樹木・鳥獣接触
時間：19:46〜21:45（1時間59分）
規模：兵庫県南あわじ市の700戸
原因：調査中
時間：21:00〜0:17（3時間17分）
規模：和歌山県西牟婁郡すさみ町の950戸
原因：調査中

2015年11月10日
時間：12:22〜13:55（1時間33分）
規模：和歌山県紀の川市、海草郡紀見町、

伊都郡かつらぎ町の140戸
原因：樹木・鳥獣接触

2015年11月9日
時間：12:59〜14:07（1時間08分）
規模：大阪府河内長野市の150戸
原因：樹木・鳥獣接触
時間：18:48〜21:35（2時間47分）
規模：兵庫県佐用郡佐用町の1,070戸
原因：調査中

B
C
P
に
真
剣
に
取
り
組
む
医
療
機
関
に

こ
れ
か
ら
必
要
な
「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
」

写真左：長野県たなべ診療所に設置されている、医用
電気システム専用電源 PE-0601。安定化電源ソースと
して、診療所の屋根に設置している太陽電池から、ク
リニックすべての電力を供給している。
写真下：たなべ診療所は、Off‐Grid Clinic として止ま
らない医療を実現している。
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停
電
時
、
自
家
発
電
装
置
は
稼
働
し
な
い
？

燃
料
と
整
備
不
良
と
い
う
問
題

　

万
一
、
停
電
な
ど
が
起
こ
っ
た
場

合
で
も
、
自
家
発
電
装
置
（
非
常
電

源
設
備
）
を
備
え
て
い
る
医
療
機
関
で

あ
れ
ば
、
停
電
発
生
後
か
ら
40
秒
以
内

に
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
る
送
電
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
発
電
コ
ン
セ
ン
ト
と
呼

ば
れ
る
自
家
発
電
装
置
に
つ
な
が
っ
て

い
る
コ
ン
セ
ン
ト
に
は
色
（
赤
色
な

ど
）
が
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
一

般
コ
ン
セ
ン
ト
（
白
色
）
と
簡
単
に
区

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
家
発
電
装
置
は
A
重
油

や
軽
油
を
燃
料
と
す
る
た
め
、
燃
料
が

あ
る
限
り
は
作
動
し
ま
す
が
、
電
気
の

使
用
許
容
量
を
超
え
れ
ば
停
止
し
て
し

ま
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
発
電
コ
ン

セ
ン
ト
の
使
用
は
、
必
要
最
低
限
に
と

ど
め
る
必
要
が
あ
り
、
接
続
す
る
機
器

を
事
前
に
き
ち
ん
と
決
め
て
お
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り

と
理
解
し
た
上
で
、
対
策
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
医
療
機
関
も
多
い
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
実
際
に
電
気
が
長
時
間
ス

ト
ッ
プ
し
た
2
0
1
1
年
の
東
日
本

大
震
災
や
2
0
1
5
年
3
月
4
日
の

長
野
大
停
電
の
際
に
は
、
多
く
の
自
家

発
電
装
置
が
正
常
に
稼
働
し
な
い
と
い

う
事
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
な

ぜ
、
自
家
発
電
装
置
は
稼
働
し
な
か
っ

た
の
か
？

　

そ
の
理
由
を
探
っ
て
み
る
と
、
燃
料

切
れ
や
津
波
な
ど
の
原
因
で
稼
働
し
な

か
っ
た
も
の
を
除
い
た
68
%
が
、
点

検
、
整
備
不
良
が
原
因
と
い
う
結
果
が

浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
い
ざ
と
い

う
時
に
自
家
発
電
装
置
を
確
実
に
稼
働

さ
せ
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
と
い
う
大
き
な
負
担
が
、
各

医
療
機
関
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

立
ち
上
が
り
時
間
と
い
う
課
題

　

次
に
、
自
家
発
電
装
置
は
、
そ
の
立

ち
上
が
り
時
間
に
よ
っ
て
①
一
般
非
常

電
源 

②
特
別
非
常
電
源 

③
瞬
時
特
別

非
常
電
源
の
3
種
の
グ
レ
ー
ド
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
下
図
に
示
し
た
医
療
機

関
で
使
用
さ
れ
る
各
種
電
源
を
見
れ
ば

明
ら
か
な
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
自
家
発

電
装
置
も
、
起
動
ま
で
に
は
少
な
か
ら

ず
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
高
度
な
医
療
機

器
、
情
報
系
機
器
に
使
用
す
る
に
は
、

大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
。

　

ま
た「
無
停
電
電
源
装
置
・ 

U
P
S
」

を
使
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
U
P
S
は
正
常
に
機
器

を
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
す
る
た
め
の「
10

〜
30
分
程
度
」の
電
源
容
量
が
保
証
さ

れ
れ
ば
良
い
と
い
う
考
え
方
が
主
流
で

あ
り
、
電
源
の
長
時
間
維
持
が
で
き
ま

せ
ん
。

■ 医療機関で使用される各種電源

種類 立ち上がり時間
（電圧確率時間） 連続運転可能な最小時間 用途・適応

一般非常電源 40 秒以内に自家発電設備
が電圧を確立 10 時間以上 重要 ME 機器・照明

特別非常電源 10 秒以内に自家発電設備
が電圧を確立 10 時間以上 生命維持装置

瞬時特別非常電源 0.5 秒以内に蓄電池設備
が電圧を確立

10 分以上
（一般非常電源または特別非常

電源と連結されている）
手術灯

※ JIS T1022 より改変

非常用電源があるから安心。本当にそう言い切れますか？

近年の災害状況が語る
非常用電源の弱点

メンテナンス不備
40％

故障・設備不良
18％

断水
6％

燃料計故障・異常
6％

他設備の故障
6％

操作ミス
6％

不明
18％

不稼働の原因

医
療
機
関
に
求
め
ら
れ
る
の
は
高
品
質
な
電
気

燃
料
・
整
備
・
時
間
・
質 

こ
れ
ら
の
電
気
の
問
題
を
１
台
で
解
決

電
気
に
も
質
が
あ
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

医
療
機
器
な
ど
の
電
子
計
算
機
や
通

信
機
器
は
、
現
在
、
急
速
に
高
機
能
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
性

能
な
機
器
に
使
用
す
る
場
合
、
電
源
は

あ
れ
ば
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

供
給
す
る
電
源
の
品
質
管
理
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
精
密
な
機
器
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
供
給
電
圧
が
若
干
変
動

す
る
だ
け
で
、
動
作
不
良
を
起
こ
す
た

め
、
適
正
な
制
御
や
計
算
が
で
き
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

一
般
的
に
、
電
力
会
社
か
ら
供
給
さ

れ
て
い
る
交
流
電
気
は
、「
正
弦
波
」

と
い
う
波
形
を
描
き
ま
す
。
一
方
、
多

く
の
安
価
な
自
家
発
電
装
置
は
、
矩
形

波
（
方
形
波
）
と
い
う
二
進
法
（
0

か
1
か
）
的
な
出
力
を
す
る
も
の
で

す
。
矩
形
波
は
多
く
の
周
波
数
成
分
を

含
む
た
め
に
、
他
の
回
路
に
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
医
療
機
器

は
も
ち
ろ
ん
I
T
機
器
な
ど
に
使
用

す
る
と
、
機
械
が
誤
作
動
を
起
こ
し
た

り
、
寿
命
を
縮
め
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
動
作
不
良
を
無
く
す
た
め

に
は
、
電
圧
や
周
波
数
を
一
定
に
保
っ

た
上
で
、
停
電
や
瞬
時
電
圧
低
下
に
対

し
て
も
保
護
す
る
機
能
を
持
つ
電
源
を

使
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
今
、
医
療

機
関
で
は
、
止
ま
る
こ
と
が
な
く
、
電

圧
・
周
波
数
が
安
定
し
た
「
医
用
電
気

シ
ス
テ
ム
専
用
電
源
」
の
必
要
性
が
日

に
日
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源

P
E
︲
0
6
0
1
」
は
、
電
源
の
な
い

場
所
に
高
品
質
で
安
定
し
た
電
力
を
供

給
す
る
独
立
電
源
と
し
て
開
発
さ
れ
た

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
エ
ナ
ジ
ー
」
を
医
療
用

に
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
医
療
機
関
に
必

要
と
さ
れ
る
電
気
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
た
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
に
特
化
し

た
専
用
電
源
で
す
。
医
療
機
関
に
お
い

て
は
、
今
、
最
も
信
頼
で
き
る
電
源
シ

ス
テ
ム
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
療
機
関
の
電
気
問
題
を
解
決
す

る
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源

　

以
上
の
よ
う
に
、
医
療
機
関
の
自
家

発
電
装
置
に
つ
い
て
は
、
①
燃
料
の
確

保 

②
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
必
要
性 

③
立

ち
上
が
り
時
間
へ
の
対
策 

④
電
気
の

質
の
確
保
、
以
上
の
４
つ
の
課
題
が
あ

り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
課
題
を
解
決
す

る
電
源
シ
ス
テ
ム
を
確
保
し
て
い
る
医

療
機
関
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
で 電気出力が安定しない 電気出力が安定している

写真上：自家発電装置。持続性、立上り時間、
電気の質に弱点がある。
写真左：無停電電源装置・UPS。短時間しか使用できず、
長時間に及ぶ電源供給には難あり。

擬似正弦波と正弦波の違い

擬似正弦波 正弦波
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一
次
電
源
が
不
安
定
で
も

電
気
は
常
に
安
定

　

今
ま
で
、
日
本
国
内
の
送
電
・
配
電

の
信
頼
性
は
非
常
に
高
く
、
停
電
が
発

生
す
る
頻
度
は
非
常
に
少
な
い
と
い

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
東
日

本
大
震
災
以
降
、
少
子
高
齢
化
の
影
響

も
あ
り
、
ま
た
、
電
気
技
術
資
格
者
が

年
々
減
少
す
る
中
で
、
特
に
地
方
部
に

お
い
て
系
統
電
源
品
質
の
確
保
は
非
常

に
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

電
力
会
社
は
、
送
電
設
備
や
配
電
設

備
に
落
雷
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は
、

事
故
が
発
生
し
た
電
力
系
統
を
自
動
的

に
切
り
離
し
て
、
電
圧
の
維
持
を
行
い

ま
す
。
こ
の
際
、
保
護
動
作
に
必
要
な

0
・
07
秒
〜
0
・
2
秒
の
間
、
電
圧
が

低
下
し
ま
す
。
こ
の
瞬
間
的
な
電
圧
降

下
を「
瞬
時
電
圧
低
下（
瞬
低
）」
と
し

て
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
に
お
け
る
瞬
時
電
圧
低
下

は
、
定
格
電
圧
の
80
％
程
度
、
つ
ま
り
、

A
C
1
0
0
V
で
あ
れ
ば
80
V
程
度

ま
で
低
下
す
る
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
一
次
電
源
が

不
安
定
な
場
合
、
医
療
機
関
に
お
い
て

は
、
医
療
機
器
や
I
T
機
器
な
ど
が

誤
作
動
を
起
こ
す
確
率
が
高
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
不
安
定
な
電
気
を
流
す
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
器
の
寿
命
を
縮

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
が
ち
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
安
を
解
消
し
て
く
れ

る
の
が
、「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用

電
源
P
E
︲
0
6
0
1
」で
す
。

５
つ
の
特
長
を
兼
ね
備
え
た

常
時
安
定
化
電
源

　
「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源

P
E
︲
0
6
0
1
」
は
、
医
療
機
関
の

電
源
と
し
て
求
め
ら
れ
る 

①
定
周
波

数 

②
定
電
圧 

③
高
出
力 

④
長
時
間
稼

動 

⑤
長
期
耐
久
性
の
5
つ
を
す
べ
て

実
現
す
る
、画
期
的
な
電
源
装
置
で
す
。

　

医
療
情
報
機
器
は
精
密
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
電
圧
や
周
波
数
の
変
動
に
弱

い
場
合
が
あ
る
た
め
、
不
安
定
な
商

用
電
源
で
は
な
く
、
定
周
波
数
、
定
電

圧 

（
C
V
C
F
：
C
o
n
s
t
a
n
t 

V
o
l
t
a
g
e 

C
o
n
s
t
a
n
t 

F
r
e
q
u
e
n
c
y
）
機
能
を
持
つ

電
源
装
置
か
ら
の
電
源
供
給
に
よ
っ

て
、
品
質
の
確
保
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源

P
E
︲
0
6
0
1
」
の
最
大
の
特
長

は
、「
常
時
安
定
化
電
源
」と
し
て
の
機

能
で
あ
り
、
病
院
内
の
機
器
類
と「
医

用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源
P
E
︲

0
6
0
1
」
を
接
続
し
、
平
時
、
非
常

時
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
電
気
を「
医

用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源
P
E
︲

0
6
0
1
」
を
通
し
て
供
給
す
る
だ
け

で
、
電
源
が
常
に
電
気
を
整
流
化
し
、

安
定
し
た
状
態
で
供
給
し
て
く
れ
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
電
気
事
情
下
に

あ
っ
て
も
安
定
し
た
電
気
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
、
太
陽
光
発
電
設
備
が
多
数
連

系
し
て
い
る
電
源
系
統
の
場
合
は
、
日

射
量
に
よ
っ
て
電
圧
や
周
波
数
が
不

安
定
と
な
り
、
電
源
品
質
の
劣
化
が

発
生
し
ま
す
の
で
、「
医
用
電
気
シ
ス

テ
ム
専
用
電
源
P
E
︲
0
6
0
1
」
に

よ
っ
て
電
源
品
質
を
向
上
さ
せ
て
お

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
も
安
心
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
に
も

　

電
気
の
問
題
で
さ
ら
に
意
識
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
震
災
な

ど
の
非
常
時
の
対
応
で
す
。
震
災
な
ど

の
非
常
時
は
特
に
電
力
供
給
が
不
安
定

と
な
り
ま
す
。

　

停
電
時
に
非
常
用
発
電
機
を
使
用
す

る
と
、
確
か
に
電
気
は
確
保
さ
れ
ま
す

が
、
自
家
発
電
装
置
の
電
源
品
質
は
商

用
電
源
に
比
べ
て
か
な
り
悪
い
た
め
、

電
圧
変
動
や
周
波
数
変
動
に
よ
る
情
報

機
器
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

太陽光設備
受電設備

負荷増設蓄電池

DC/AC

AC/DC
GM

BMS

止まらない医療を実現するために不可欠な
高品質な電気をつくる
医用電気システム専用電源PE-0601とは？

医用電気システム専用電源 PE − 0601 のシステム図

情
報
機
器
な
ど
が
誤
作
動
を
起
こ
し
た

り
、
動
作
が
安
定
し
な
け
れ
ば
、
医
療

行
為
に
も
不
安
定
な
要
素
が
出
て
く
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
自
家
発
電
装
置
は
、
日
頃
動
か
し

て
い
な
い
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
不

備
な
ど
に
よ
り
、
非
常
時
に
電
源
が
動

作
し
な
い
と
い
っ
た
場
合
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源

P
E
︲
0
6
0
1
」
は
、
上
質
な
電
気

を
作
り
出
す
こ
と
に
加
え
て
、
大
容
量

の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
を
内
蔵
し

て
い
る
こ
と
が
、
も
う
一
つ
の
大
き
な

特
長
で
す
。
蓄
電
池
の
正
極
に
は
、
熱

安
定
性
が
高
い
オ
リ
ビ
ン
型
リ
ン
酸
鉄

リ
チ
ウ
ム
を
採
用
し
、
サ
イ
ク
ル
寿
命

は
1
万
回
以
上（
約
20
年
）。
一
般
的
な

蓄
電
池
は
シ
ン
グ
ル
タ
ス
ク
の
た
め
、

充
電
し
て
い
る
と
き
は
自
動
的
に
出
力

が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
災
害
時
に
は

全
く
使
え
ま
せ
ん
が
、「
医
用
電
気
シ

ス
テ
ム
専
用
電
源
P
E
︲
0
6
0
1
」

は
圧
倒
的
に
優
れ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト（
B
M
S
）
を
使
用
し
て

い
る
た
め
、
大
容
量
入
力
し
な
が
ら
、

大
容
量
出
力
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

1
0
0
V
出
力
と
2
0
0
V
出
力
を

別
々
に
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
唯
一

無
二
の
蓄
電
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用

電
源
P
E
︲
0
6
0
1
」
を
重
要
機
器

に
接
続
し
て
お
け
ば
、
大
容
量
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
電
源
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し

て
く
れ
る
た
め
、
不
安
定
な
非
常
用
発

電
機
へ
の
不
安
も
解
消
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

現
代
医
療
に
不
可
欠
な

高
性
能
電
源
シ
ス
テ
ム

　

現
代
医
療
に
と
っ
て
電
源
、
安
定
し

た
電
気
は
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
益
々

増
大
す
る
医
療
機
器
の
安
全
確
保
と

有
効
性
維
持
は
、
多
く
の
医
療
機
関
に

と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
す
。
昨
今
の
高

度
な
医
療
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
医
療

機
器
の
高
度
化
・
複
雑
化
が
一
層
進
む

中
、
電
源
の
品
質
確
保
は
、
医
療
の
品

質
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

高
度
な
医
療
機
器
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
、
通
信
機
器
な
ど
は
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
デ
ー
タ
伝
送
・
デ
ー
タ
処
理
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
機
器
を

運
用
す
る
医
療
機
関
は
、
商
用
電
源
と

機
器
の
間
に
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専

用
電
源
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
医
療
機
関
は
、
患
者

の
診
察
予
定
や
カ
ル
テ
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
I
C
T
環
境
の
中

で
管
理
し
て
い
ま
す
。
大
停
電
の
発
生

時
だ
け
で
な
く
、
通
常
時
に
お
い
て
も

プ
リ
ン
タ
ー
や
モ
ー
タ
ー
機
器
な
ど

電
気
ノ
イ
ズ
の
影
響
を
受
け
や
す
い

I
C
T
環
境
に「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム

専
用
電
源
」
を
備
え
お
け
ば
、
い
つ
で

も
安
定
し
て
診
察
に
必
要
な
デ
ー
タ
を

取
り
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
通
常

の
診
療
行
為
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
寄
与

　

以
上
の
よ
う
に「
医
用
電
気
シ
ス
テ

ム
専
用
電
源
P
E
︲
0
6
0
1
」
は 

①
電
源
喪
失
に
よ
る
損
害
・
機
会
損

失
の
低
減 

②
電
源
品
質
向
上
に
よ
る

電
子
機
器
寿
命
の
延
長 

③
高
品
質
な

電
気
供
給
に
よ
る
情
報
機
器
の
精
度

向
上
を
実
現
す
る
電
源
で
あ
り
、「
止

ま
ら
な
い
医
療
」を
地
域
に
提
供
す
る

こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。

　

止
ま
ら
な
い
医
療
の
実
現
は
、「
医

療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
」
に
よ
り

2
0
1
6
年
4
月
か
ら
策
定
さ
れ
る

地
域
医
療
構
想
に
お
け
る
、
地
域
医
療

機
関
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⃝医用電気システム用常時インバータ方式
医用電気システム用常時インバータ方式採用。JIS T 0601-1に準拠し
た医用電気システム専用電源として、電子カルテなどのコンピューター、
サーバーや無影灯、画像診断装置、保冷庫などに最適な高品質の電気
を常時供給します。

⃝大規模〜小規模までカスタマイズ対応
大規模な病院から小規模な病院まで、電気負荷に合わせて、柔軟なカ
スタマイズが可能です。

⃝長時間バックアップ機能
高性能リチウムイオンバッテリーが、24 時間、72 時間など、ご要望に
応じたバックアップ時間を実現します。

⃝突然の停電にも対応
突然の停電でも、高品質な電気を継続してお使いいただけます。安定化
した電源をバッテリー経由で常時供給する無瞬停電源として、止まらな
い医療を実現します。

⃝安心の10 年保証
消耗が懸念される蓄電池部分は、メーカー独自の「CHG 出力10 年保証

（無償）」にて対応。さらに、機器 10 年・自然災害 10 年・出力 20 年
の保証をセットにしたオールリスクパッケージ（有償）も導入し、長期に
わたる「安心」をご提供します。

⃝税効果
本製品は、生産性向上設備投資促進税制により、即時償却、または、
最大５％の税額控除が適用可能です。また、太陽光発電設備を併設し
た場合、平成 28 年度再生可能エネルギー電気・熱自立的普及促進事業

（仮称）対象のシステムとなり、導入時のコストを抑えることが可能です。

医用電気システム専用電源PE-0601の特長

商
用
電
源
の
不
安
定
さ
を
解
消
し
、

非
常
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と
し
て
も
有
効

地
域
医
療
構
想
で
も
選
ば
れ
る

医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源

医用電気システム専用電源   PE-0601
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電
気
を
使
え
な
け
れ
ば
、
訴
訟
に

つ
な
が
る
こ
と
も
…
。

　

私
が
慧
通
信
技
術
工
業
の「
医
用

電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源
P
E
︲

0
6
0
1
」を
導
入
し
た
の
は
、
30
年
間

事
故
な
く
事
業
を
継
続
す
る
た
め
で
す
。

医
療
は
途
切
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い

分
野
で
、
医
療
を
提
供
で
き
な
い
こ
と

が
訴
訟
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
、
以
前
勤
務
し
て
い
た
病
院

で
、
I
C
U
が
落
雷
で
停
電
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
稼
働
す
る
は
ず
の
病
院

内
の
非
常
用
電
源
は
ま
っ
た
く
動
か

ず
、
一
度
に
10
台
の
人
工
呼
吸
器
が
止

ま
り
ま
し
た
。
何
と
か
対
応
し
た
も
の

の
、
病
院
内
で
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

非
常
用
電
源
は
、
毎
日
何
時
間
か
稼

働
さ
せ
て
ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
を
保

ち
、
常
時
補
助
輪
の
よ
う
に
ス
タ
ン
バ

イ
し
て
い
れ
ば
問
題
な
く
動
く
で
し
ょ

う
が
、
普
通
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
な
る
と
、
非
常
時
に
す
ぐ
動
く

か
ど
う
か
、
不
透
明
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
状
況
は
医
療
機
関
と
し

て
か
な
り
問
題
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
診

療
所
の
外
が
ど
ん
な
環
境
で
あ
ろ
う

と
、
医
療
行
為
を
維
持
す
る
こ
と
は
非

常
に
大
切
で
す
。
も
し
、
電
気
が
使
え

な
い
状
況
で
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
た

ら
、
医
者
も
ス
タ
ッ
フ
も
い
る
の
に
、

機
器
が
動
か
ず
カ
ル
テ
も
開
か
な
い
。

検
査
機
器
も
動
か
な
い
上
に
、
費
用
も

分
か
ら
な
い
の
で
会
計
も
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
態
は
医
療
機
関
と
し
て

絶
対
に
避
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
の
医
療
は
、
電
子
機
器
無
し
で

成
り
立
た
な
い

　

今
の
医
療
機
関
は
、
す
べ
て
を
電
子

機
器
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
電
気
が
安

定
供
給
さ
れ
な
い
と
機
能
を
失
い
ま

す
。
そ
れ
を
思
う
と
、
診
療
に
必
要
な

電
気
を
外
部
の
不
確
定
要
因
に
頼
る
の

は
怖
い
。
だ
か
ら
こ
そ
オ
フ
グ
リ
ッ
ド

で
あ
る「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電

源
P
E
︲
0
6
0
1
」に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。

　

電
子
化
が
進
み
、
電
力
に
依
存
し
た

現
代
医
療
機
関
の
弱
点
を
克
服
す
る
こ

と
は
、
地
域
医
療
の
使
命
で
あ
り
、
長

期
的
に
継
続
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
、
た
な
べ
診
療
所
の

B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）で
す
。

　

例
え
ば
、
周
辺
が
停
電
で
真
っ
暗
で

も
、
た
な
べ
診
療
所
に
は
煌
々
と
電
気

が
灯
り
、
音
楽
ま
で
流
れ
て
い
る
。
暖

か
い
ス
ト
ー
ブ
も
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
も
動
い
て
い
る
。
停
電
で
不
安
を

感
じ
て
い
る
方
か
ら
す
れ
ば
、
言
葉
に

は
で
き
な
い
安
心
感
が
生
ま
れ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
場
所
を
提
供
す
る

こ
と
が
、
私
た
ち
の
C
S
R（
企
業
の

社
会
的
責
務
）で
も
あ
り
ま
す
。

「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源
」

が
も
た
ら
し
た
変
化

　
「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源

P
E
︲
0
6
0
1
」
を
導
入
後
、
周
辺

地
域
が
10
分
ほ
ど
停
電
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
全
く
気
付
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
診
療
所
内
で
電
気
を
使
用
し
て

い
る
機
器
に
は
、
各
種
医
療
機
器
、
検

査
機
器
、
電
子
カ
ル
テ
を
は
じ
め
、
一

般
家
庭
に
も
あ
る
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン

タ
ー
、
電
話
、
照
明
、
冷
蔵
庫
…
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、
検
査
機
器

は
非
常
に
ナ
イ
ー
ブ
な
た
め
、
安
定
し

た
電
源
で
な
け
れ
ば
動
き
ま
せ
ん
。

　

今
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ー
カ
ー
が
蓄
電

池
を
発
売
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
医
療

用
電
源
と
い
う
側
面
を
考
え
る
と
、
ど

の
蓄
電
池
も
性
能
に
疑
問
が
残
り
ま

す
。
大
手
メ
ー
カ
ー
の
蓄
電
池
を
検
討

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
医
療
用
と

し
て
安
心
し
て
使
用
で
き
る
の
は
、「
医

用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源
P
E
︲

0
6
0
1
」だ
け
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用

電
源
P
E
︲
0
6
0
1
」
を
導
入
後
、

電
力
会
社
か
ら
購
入
す
る
電
気
量
が

減
っ
た
た
め
、
電
気
代
は
劇
的
に
下
が

り
ま
し
た
。
た
だ
、
電
気
代
の
た
め
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
た
な
べ
診
療
所

の
B
C
P
と
C
S
R
の
た
め
に
、
導

入
を
決
断
し
ま
し
た
。「
医
用
電
気
シ

ス
テ
ム
専
用
電
源
P
E
︲
0
6
0
1
」

の
導
入
で
一
番
の
課
題
は
、
コ
ス
ト
面

だ
と
思
い
ま
す
。
太
陽
光
発
電
で
電
気

代
を
浮
か
せ
る
こ
と
だ
け
を
考
え
る

と
、
確
か
に「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専

用
電
源
P
E
︲
0
6
0
1
」は
最
適
と

は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
停
電
の
た
め
に
診
療
が
数

日
間
止
ま
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
ど
う
で
し
ょ

う
か
？ 

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療

機
関
の
価
値
観
に
つ
な
が
る
部
分
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
医
療
は
と
ぎ
れ
る
こ

と
が
許
さ
れ
な
い
分
野
で
す
か
ら
、
私

は
、「
医
用
電
気
シ
ス
テ
ム
専
用
電
源

P
E
︲
0
6
0
1
」
が
必
ず
医
療
に
役

立
つ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

設置例1：小児科クリニック
全館オフグリッド、標準 3kW 出力、3.3kWh 電池容量で標準
3kW×4 式、増設 BAT16 ユニット×2 式を設置
空調機器 6kW／照明機器 2kW／事務機器 3kW／レセプト関連
機器 1kW／診療機器  1kW／その他設備機器　1kW
晴天時は連続無停止で電源供給（太陽電池9kwの場合）
　雨天・夜間時、全館供給最大5時間

設置例 2：手術室（胃腸科外科）
全館オフグリッド、標準 3kW 出力、3.3kWh 電池容量で標準
3kW×4 式、増設 BAT16 ユニット×2 式を設置
手術用無影灯 300W／モニター 20W／パルスオキシメーター 
30W／ビデオシステム一式 300W
合計650Wで約5時間稼動が可能

設置例3：手術用無影灯
全館オフグリッド、標準 3kW 出力、3.3kWh 電池容量で標準
3kW×4 式、増設 BAT16 ユニット×2 式を設置
最大照度（Ec）160,000 Lux ／消費電力100 〜 400VA
約10時間稼動が可能

設置例４：培養室・薬品保冷庫
全館オフグリッド、標準 3kW、増設 BAT16 ユニットを設置
バイオメディカルフリーザー 80W／CO2 インキュベーター 400W
約36時間稼動が可能

【基本動作概要】
本装置は JIS T 0601-1に準拠した医用電気システム専用電源として、慧通信技術工業株式会社
が指定するリチウムイオンバッテリーへの充放電およびインバーターに接続し、使用するものとす
る。本装置は、バッテリーからの残量、ステータス、アラーム等の信号およびインバーターからの
アラーム等の信号をSimple Network Management Protocol（SNMP）により通信する機能
を有する。

【安全規格】
リチウムイオン電池単電池：UL standard UL1642
当製品使用単電池の体積エネルギー密度が 258Wh/1のため、当製品は電気用品安全法で規制
される単電池あたりの体積エネルギー密度400Wh/1以上のものに該当しないため、電気用品
安全法対象外です。
VCCI Class B 準拠 /FCC Part15-B Class B 準拠 /EN55022 Class B 準拠 /IEC61000-3-2
準拠 /IEC600950

【システムの構造】
本製品は、BMSユニットおよびインバーター、リチウムイオンバッテリーと、これらの装置を収納
するEIA 規格準拠のシステム専用19インチラック（PE-15U）によって構成されています。システ
ム専用19インチラック（PE-15U）は最大上下２段／左右４台まで増設可能です。

■仕様

■医療機関における設置例

寸法
外形寸法 W600mm×H800mm×D700mm
質量 約180kg
一般条件
動作周囲温度 0 ～ 45℃
動作周囲湿度 30 ～ 85％ RH ※但し、結露無きこと
保存温度 -20 ～70℃ ※但し、熱衝撃は不可
保存湿度 10 ～ 85％ RH ※但し、結露無きこと
AC入力
定格入力電圧 AC115 〜 230V
定格入力電流 12 〜 6Ａ（1回路あたりシステム最大6 回路並列）
入力可能電圧 AC85 ～ 264V
定格周波数 50/60Hz
周波数範囲 47 〜 63Hz
相数 1φ
ＤＣ入力定格
入力可能電圧 DC150 ー 300V
定格電流 6A（1回路あたり最大6回路並列）
最大出力電流 22Ａ
起動電圧 DC80V
AC100V出力定格（標準システム）
定格電圧 AC100または110、115、120Ｖ（発注時設定）
電圧整定精度 定格電圧±3％以内
周波数 50Hzまたは60Hz
周波数精度 定格周波数±1％以内
電圧波形 正弦波
電圧波形歪率 3％以内
相数 1φ
最大出力電力 3000Ｗ
サージ電力 6000Ｗ

AC200V出力定格（発注時設定）
定格電圧 AC200または220、230、240V（発注時設定）
電圧整定精度 定格電圧±3％
周波数 50Hzまたは60Hz
周波数精度 定格周波数±0.05％
電圧波形 正弦波（歪率 3％以下）
相数 1φ
最大出力電力 3000Ｗ
サージ電力 6000Ｗ
リチウムイオンバッテリー定格
使用セルタイプ US26650FTC1
安全規格 UL standard UL1642（リチウムイオン電池単電池）

UL standard Subject 1973
EN61000-6-2、EN61000-6-3、EN62311
FCC Part15 B Class B、SBA S1101、EMC Doc

定格容量 1.1kWh ／ 22Ah（システム最大16並列）
標準システム容量 3.3kWh（システム最大17.6KWh）
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